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ど
ん
な
サ
ー
ク
ル
で
す
か
。

■　

上
野
原
♡
ハ
ー
ト
（
女
川
町
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
や
Ｊ
C
（
上
野
原
青
年
会
議
所
）、
社

協
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
）
か
ら
依
頼
を
い
た

だ
い
て
、
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
や
商
工
祭
な
ど

で
物
品
販
売
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
着
ぐ
る

み
の
中
に
入
っ
た
り
し
ま
す
。
最
近
、
空
き
家

の
掃
除
な
ど
の
依
頼
も
あ
り
ま
す
。

■　

何
も
な
く
て
も
週
２
回
は
集
ま
っ
て
親
睦

を
図
っ
て
い

ま
す
。

■　

10
人
く
ら

い
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

ど
ん
な
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
か
。

■　

地
域
の
人
と
交
流
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
一
人
で
何
か
す
る
と
い
う

の
は
難
し
く
て
、
友
だ
ち
の
話
を
聞
い
て
、
お

も
し
ろ
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

■　

も
と
も
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
り

地
域
の
人
々
と
交
流
で
達
成
感

物
販
や
着
ぐ
る
み
で
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す

うえのはらで頑張る人　vol.6

ボランティアサークル積希
積希：つみきと読みます。帝京科学大学の学

生ボランティアサークルです。地域の行事に

出かけ、物品販売や企画のお手伝いをしてい

ます。地域の人々と触れ合うことを何よりも

楽しみにしているという若者たちです。
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ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
の
説
明
会
に
行
っ
て
、
メ

ン
バ
ー
の
方
々
と
親
し
く
な
っ
て
、
こ
の
人
た

ち
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
ら
楽
し
い

だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

■　

お
祭
り
な
ど
に
行
く
と
、
人
が
た
く
さ
ん
出

て
き
て
、
い
つ
も
は
ど
こ
に
い
る
ん
だ
ろ
う
っ

て
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
と
て
も
面

白
く
感
じ
ま
す
。

■　

大
学
の
近
く
に
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負

っ
た
小
学
生
が
全
然
い
な
い
ん
で
す
。
た
く
さ

ん
地
域
の
方
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
そ
れ

だ
け
で
達
成
感
が
得
ら
れ
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
か
。

■　

私
は
、
ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
で
す

が
、
範
囲
は
広
く
て
、
ペ
ッ
ト
も
あ
れ
ば
、
野

生
動
物
も
あ
る
し
、
動
物
園
の
飼
育
動
物
も

あ
り
ま
す
。
動
物
を
使
っ
た
セ
ラ
ピ
ー
、
動
物

園
の
動
物
の
飼
育
、
野
生
動
物
と
人
間
と
の
か

か
わ
り
な
ど
、
色
々
な
授
業
が
あ
り
ま
す
。

■　

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
す
と
な
る
と
、

夢
を
追
い
か
け
る
こ
と
に
な
り
、
経
済
的
に
厳

し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
動
物
園
や

水
族
館
の
飼
育
員
や
ト
リ
マ
ー
な
ど
の
職
業

に
就
く
人
も
い
ま
す
。

■　

大
学
と
い
う
の
は
、
視
野
を
広
め
る
場
所

と
考
え
れ
ば
、
学
び
た
い
こ
と
を
学
べ
た
と
い

う
意
味
で
は
、
い
い
経
験
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

上
野
原
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

■　

引
っ
越
し
て
来
た
時
、
親
か
ら
「
ほ
ん
と
に

何
に
も
な
い
ん
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

■　

通
学
が
ち
ょ
と
め
ん
ど
く
さ
い
、
や
っ
ぱ
り

坂
が
。
あ
と
、
電
車
の
本
数
が
少
な
い
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

■　

Ａ
O
入
試
の
面
接
に
来
て
い
た
時
に
、
緊

張
し
て
い
ま
し
た
が
、
バ
ス
の
中
か
ら
鳶
が
た

く
さ
ん
飛
ん
で
い
る
の
を
見
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
ま
し
た
。
上
野
原
の
自
然
は
大
切
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
し
て
ど
う
で
し
た
か
。

■　

私
は
社
会
科
系
が
苦
手
で
、
社
会
に
対
し

て
目
を
背
け
て

き
た
こ
と
を
い

け
な
い
な
と

思
っ
て
、
こ
の

前
、
議
会
傍
聴

を
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
話

が
聞
け
て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
思
っ
て
い
た

よ
り
、
つ
ら
く
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

市
や
議
会
に
対
す
る
要
望
は
。

■　

積
希
の
こ
と
な
ど
大
学
の
こ
と
を
も
っ
と

広
め
て
ほ
し

い
し
、
市
の

情
報
を
学
生

に
も
広
め
て

ほ
し
い
。

■　

学
科
ご
と

の
掲
示
板
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
貼
っ
て
も
ら

う
と
、
目
に
留
ま
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

■　

お
祭
り
の
情
報
な
ど
、
学
生
メ
ー
ル
で
知

ら
せ
て
も
ら
う
と
、
学
生
に
は
伝
わ
り
や
す
い

と
思
い
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

地
域
と
交
流
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
学
生
が
い
る

こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
大
学
の
こ
と
を
何
も
知
ら

な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。
も
っ
と
情
報
を
交
換
で
き

て
、
地
元
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
、
お
互
い
の
た

め
に
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。
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新体制の　市議会が始動!!
議
　
長山

口
好
昭
　
氏 

就
任

副
議
長小

俣
　
修
　
氏 

就
任

議
長
就
任
に
当
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
議
長
選
挙
に
あ
た
り
指
名
推
薦
で
当
選
と
い
う

栄
誉
を
頂
き
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
し
て
そ

の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
こ
の
上
は
中
立
・

公
平
・
公
正
を
肝
に
銘
じ
て
職
務
に
取
り
組
む
所
存
で
あ

り
ま
す
。
当
市
に
お
い
て
は
全
国
自
治
体
同
様
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
が
き
か
ず
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、
市
民
の
知
恵
を
集
約
、

市
民
が
結
集
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
議
会
は
、
市

民
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
先
頭
に
立
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
重
要
な
時
期
に
議

長
と
い
う
職
責
を
担
う
こ
と
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を

痛
感
し
て
い
ま
す
。
当
市
も
本
年
は
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

及
び
上
野
原
駅
南
口
周
辺
整
備
事
業
と
い
っ
た
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
が
完
成
し
、
談
合
坂
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
も
工
事
に
着
手
す
る
な
ど
、
山
梨
県
の
東
の
玄

関
口
と
し
て
、
そ
の
表
情
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
人
口
減
少
と
い
う
厳
し
い
時
代
を
迎
え
な
が
ら
も
、

市
当
局
と
力
を
合
わ
せ
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
の
向
上
は

も
と
よ
り
、
首
都
圏
か
ら
多
く
の
人
々
を
呼
び
込
み
地
域

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
市
民
の
皆
様
方
に
は
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
議
長
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

３月５日、第１回定例会が開会され、正副議
長の選挙並びに常任委員会委員・議会運営委
員会委員の選任などが行われました。

今後は、新たな体制で議会活動を行います。

副議長　小俣　修 議 長　山口好昭

議
長
就
任
あ
い
さ
つ
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新体制の　市議会が始動!!

議会運営委員会

議会だより編集常任委員会 文教厚生常任委員会

総務産業常任委員会

二元代表制のもとで
行政をチェックします

尾形幸召　　鷹取偉一　　杉本友栄

尾形重寅　　田中英明　　岡部幸喜

川島秀夫　　遠藤美智子　　白鳥純雄

久嶋成美　　東山洋昭　　　川田好博

小俣　修　長田喜巳夫　東山洋昭	 川田好博

尾形幸召　久嶋成美	 遠藤美智子　山口好昭

鷹取偉一　杉本公文　杉本友栄　白鳥純雄

尾形重寅　岡部幸喜　川島秀夫　田中英明

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

市
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会

山
梨
県
東
部
広
域
連
合
議
会

新
た
に
決
ま
っ
た

各

種

委

員

等

委
員　

川
島
秀
夫

委
員　

久
嶋
成
美

委
員　

田
中
英
明

委
員　

久
嶋
成
美

委
員　

岡
部
幸
喜

議
員　

川
島
秀
夫

議
員　

尾
形
幸
召

委員長

委員長委員長

委員長 副委員長

副委員長副委員長

副委員長
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条例
制定

条例
制定

条例
制定

福
祉
・
健
康
な
ど
の
た
め
の
施
設
が

ま
と
ま
り
ま
し
た

上
野
原
駅
南
口
に
「
観
光
案
内
所
」

「
バ
ス
案
内
所
」
が
設
置
さ
れ
ま
す

大
目
地
区
に
、
農
産
物
加
工
施
設
が

設
置
さ
れ
ま
す

議
案
第
２
号　

上
野
原
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

上
野
原
市
地
域
活
性
化
条
例
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

上
野
原
市
農
産
物
加
工
施
設
条
例
制
定
に
つ
い
て

市
民
の
福
祉
向
上
及
び
健
康
保
持
を
図

る
た
め
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し

ま
し
た
。
名
称
は
「
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ふ
じ
み
」
で
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
・
保
健
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

そ
の
目
的
を
総
合
的
に
円
滑
に
実
施
で
き

る
よ
う
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で

す
。
こ
の
地
域
活
性
化
施
設
内
に
は
、「
観

光
案
内
所
」・
「
バ
ス
案
内
所
」
が
設
置
さ

れ
、
市
の
魅
力
あ
る
地
域
情
報
を
発
信
す

る
こ
と
で
、
観
光
客
や
駅
利
用
者
等
の
利

便
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
が
目
指
さ
れ

ま
す
。

こ
の
農
産
物
加
工
施
設
は
、
旧
大
目
保
育

所
を
改
修
し
設
置
さ
れ
る
も
の
で
中
山
間
地

域
の
農
業
の
振
興
を
図
り
、
農
村
経
済
の
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
施

設
の
管
理
、
運
営
に
つ
い
て
30
年
度
は
直
営

で
行
い
、
稼
働
状
況
、
維
持
管
理
費
な
ど
の

状
況
を
見
な
が
ら
管
理
形
態
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
は
、３
月
５
日（
月
）か
ら
３
月

26
日（
月
）ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
決
ま
っ
た

主
な
こ
と

3月
定例会

※ 

議
案
名
・
議
決
結
果
等
は
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

審
議
さ
れ
た
議
案

市
長
提
出
議
案　

49　

件
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条例
改正

補正
予算

指定
管理

人事
案件

介
護
保
険
料
が
上
が
り
ま
す

標
準
額
５
０
０
０
円
か
ら

５
３
０
０
円（
月
額
）
へ

補
正
額
は

△
８
６
６
４
万
４
千
円

４
月
か
ら
、
指
定
管
理
者
に

指
定
し
ま
し
た

教
育
委
員
の
任
命
に
同
意

人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦

議
案
第
10
号　

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

議
案
第
16
号　

平
成
29
年
度
上
野
原
市
一
般
会
計
補
正
に
つ
い
て

議
案
第
42
号
～
議
案
第
46
号

議
案
第
48
号　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意
に
つ
い
て

議
案
第
49
号　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
は
３
年
毎
の
計
画
期
間
で
見
直
さ

れ
ま
す
。
30
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
事
業
見
込
み

で
給
付
総
額
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
保
険
料

の
標
準
額
が
月
額
５
０
０
０
円
か
ら
５
３
０
０
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
料
は
収
入
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま

す
。

事
業
費
の
金
額
の
確
定
に
よ
る
予
算
の
増

減
が
主
な
も
の
で
す
。
そ
の
他
の
理
由
に
よ

る
も
の
の
中
で
、
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

地
域
交
通
対
策
費
２
５
３
９
万
４
千
円

生
活
バ
ス
路
線
の
赤
字
の
確
定
に
伴
い
、

維
持
費
補
助
金
の
上
限
を
計
上
し
ま
し

た
。

農
業
委
員
会
運
営
費
２
３
４
万
円

農
業
委
員
・
推
進
委
員
の
報
酬
制
度
の

改
正
に
伴
い
増
額
し
ま
し
た
。

秋
山
支
所
施
設
費
１
１
１
４
万
円

秋
山
支
所
高
圧
設
備
の
早
急
改
善
が
必

要
な
た
め
増
額
し
ま
し
た
。

除
雪
作
業
委
託
料
１
６
３
４
万
円

雪
害
に
よ
る
除
雪
作
業
委
託
料
を
増
額

し
ま
し
た
。

公
園
管
理
費
55
万
６
千
円

台
風
21
号
に
よ
り
桂
川
河
川
公
園
内
の

漂
着
物
処
分
費
を
増
額
し
ま
し
た
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
法
人
上
野
原
市
社
会
福

祉
協
議
会

（
平
成
35
年
３
月
31
日
ま
で
）

森
林
総
合
利
用
施
設

鶴
川
渓
谷
平
野
田
休
養
村
協
同
組

合
（
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
）

ふ
る
さ
と
長
寿
館

ク
レ
イ
ン
農
業
協
同
組
合

（
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
）

羽
置
の
里
び
り
ゅ
う
館

特
定
非
営
利
法
人
さ
い
は
ら

（
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
）

新
湯
治
場
秋
山
温
泉
施
設

シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン

サ
ー
ビ
ス

（
平
成
30
年
６
月
30
日
ま
で
）

７
月
以
降
は
新
た
に
指
定
す
る

予
定

教
育
委
員
の
富
田
佳
子
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
っ

て
、
市
長
か
ら
引
き
続
き
富
田
佳
子
さ
ん
を
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
佐
藤
滿
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴

っ
て
、
市
長
か
ら
引
き
続
き
佐
藤
滿
さ
ん
を
同
候
補

者
と
し
て
推
薦
し
た
い
と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
全

会
一
致
で
適
任
と
し
ま
し
た
。
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平成30年度予算は、議長を除く議員全員によ
る予算特別委員会を設置し、3月16日、19日、
20日の延べ3日間にわたり審査を行いました。

ここでは、委員会で行われた主な質疑を、要約
して掲載します。

平成30年度の予算規模

一般会計
102億 8276万４千円
（前年度比６億1865万４千円減）

70億 2325万４千円
（前年度比７億4638万３千円減）

特別会計（16会計）

予算特別委員会
委 員 長　東山　洋昭

副委員長　遠藤美智子

委 員　白鳥　純雄　川田　好博　久嶋　成美

	 小俣　　修　川島　秀夫　杉本　公文

	 田中　英明　長田喜巳夫　杉本　友栄

	 尾形　幸召　鷹取　偉一　岡部　幸喜

	 尾形　重寅

主な &質 答疑 弁

Ｑ　ふるさと納税で寄附金1000万円の歳入
を予定していますが、実績はどうなって
いますか。

Ａ　２月末現在、419件、1535万円の寄附

金が寄せられています。東京・神奈川・

愛知など38都道府県にわたります。多

額の寄附金もあるので、予算は1000万

円としました。

Ｑ　ふるさと納税のクレジット決済使用料の
「楽天」の取り扱い分は 10%で高くは
ありませんか。

Ａ　「ふるさとチョイス」は、委託料10％、

決済使用料１％で、計11％、「楽天」は

委託料４％、決済使用料10％で、計14

％です。若者が利用しやすい「楽天」の

導入を考えました。

ふるさと納税 ふるさと納税クレジット決済

30年度

予算 わたしたちの納める税金の

使いみちを審査しました。

遠藤美智子	副委員長東山洋昭	委員長
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Ｑ　ゴルフ場利用税交付金１億709万６千
円が歳入に計上されています。大事な
財源ですが、どのように交付されていま
すか。

Ａ　	利用料金によって600円から1000円の

ゴルフ場利用税を県が徴収し、その７

割が市に交付されます。28年度は市内

で20万 5700人が利用しました。

Ｑ　当市としての教員の多忙化は何なのか
をまず、課題として取り組むべき。指導
員の配置は２人で足りるのか。

Ａ　	２月に多忙化対策推進委員会を立ち上

げました。今後、各学校で改善計画を

作成し、改善に向けて何が必要か意見

を聞き、改善に結び付けていきたいと

考えています。

Ｑ　市民のニーズに合わせて、市税をコンビ
ニからの納付も可能にしているが、手数
料はどのくらいか。

Ａ　	市税納付にかかる事務手数料について

は、１税目につき月額１万円（消費税抜

き）の基本手数料にプラス１件60円（消

費税抜き）が掛かります。

Ｑ　広域運営費を負担する、この運営の仕
組みを、説明してください。

Ａ　	病児・病後児保育施設の広域運営の負

担金です。県内14市町15施設を広域に

利用出来る仕組みです。利用に際して

は、事前に登録をしていただく必要があ

ります。

Ｑ　この事業の目的と実施状況は。
Ａ　 過半数の市民を含む構成員５名以上の

団体で、地域の課題、活性化、文化

活動、子育て関連等、市民が主体的に

取り組む活動を支援する事業です。29

年度は要件を満たした８団体に、補助

対象額の８割、限度額 30万円で交付

しました。

Ｑ　小、中学校へのエアコン設置状況は。
Ａ　 29年度には、国の補助事業を利用し

上野原小、上野原西小に設置しました。

30年度には、市単独事業として、島田

小、秋山小に、その翌年度以降には、

各中学校に設置を予定しています。

Ｑ　この施設は、産前産後の母親に寄り添
いサポートする施設ですが、市内の利用
状況と周知方法は。

Ａ　	産前産後ケアセンター「ママの里」の利

用状況ですが、29年度は１件でした。

今後は、母子手帳交付時、また母親

学級などで周知していきます。

Ｑ　人口減等による市民税の落込みよりも
３年に１度の見直しはあるが、固定資産
税の安定に着目できるが。

Ａ　固定資産税は安定している財源です。

圏央道が繋がったことで東京や関東方

面から企業立地、工業団地への誘致が

出きれば、今後の対応策になると思い

ます。

ゴルフ場利用税

教員の多忙化改善

コンビニ納付の手数料

病児・病後児保育負担金

市民活動支援事業補助金

小中学校へのエアコン設置

産前産後ケアセンター

税の徴収
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閉
会
中
の
審
査

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

閉
会
中
の
審
査

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委員長
　田中英明
副委員長
　鷹取偉一
委員
　白鳥純雄
　川島秀夫
　杉本公文
　杉本友栄
　岡部幸喜
　尾形重寅

2
月
1
日
、
地
域
雇
用
創
造
事
業
の
状
況

に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、
市
内
に
あ
る「
森

の
弁
当
箱
研
究
セ
ン
タ
ー
」
及
び
「
農
産
物

加
工
施
設
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

森
の
弁
当
箱
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
協
議

会
の
事
業
推
進
委
員
・
実
践
指
導
員
の
方
々

よ
り
、
実
践
型
雇
用
創
造
事
業
の
概
況
や
、

キ
ヌ
ア
特
産
化
事
業
、
木
製
弁
当
箱
等
の
現

況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
セ
ン
タ
ー

内
の
製
作
ラ
イ
ン
を
視
察
し
ま
し
た
。

27
年
12
月
に
設
立
さ
れ
た
上
野
原
市
地
域

雇
用
創
造
協
議
会
は
、
上
野
原
市
の
ほ
か
上

野
原
市
商
工
会
、
ク
レ
イ
ン
農
業
協
同
組

合
、
帝
京
科
学
大
学
な
ど
14
団
体
で
構
成
さ

れ
、
新
た
な
産
業
の
創
出
を
は
じ
め
、
地
域

の
再
生
と
活
性
化
・
雇
用
創
出
を
目
的
と
し

て
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
さ
れ
た
「
実
践

型
地
域
雇
用
創
造
事
業
」を
実
施
し
て
お
り
、

栄
養
価
が
高
く
、
ミ
ネ
ラ
ル
・
食
物
繊
維
が

豊
富
な
農
産
物
（
キ
ヌ
ア
）
を
活
用
し
た
農

業
分
野
と
、
地
域
資
源
の
木
材
（
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
等
）
を
活
用
し
た
林
業
分
野
を
地
域
重

点
分
野
に
定
め
、
事
業
期
間
で
あ
る
3
年
間

に
雇
用
創
出
目
標
を
89
名
に
掲
げ
、
目
標
達

成
に
向
け
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

ま
た
、
農
産
物
加
工
施
設
は
、
キ
ヌ
ア
を

加
工
す
る
施
設
と
し
て
今
年
度
予
算
に
お
い

て
、
旧
大
目
保
育
所
を
改
修
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
現
在
、
脱
穀
機
や
製
粉
機
、
石
取
り

機
、
精
麦
機
な
ど
の
機
材
が
運
び
込
ま
れ
、

キ
ヌ
ア
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、

稼
働
の
準
備
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
視
察
し
た
両
事
業
は
、
上
野
原
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
指
し
て
お
り
、
今
年
度
で
協
議

会
が
終
了
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
目
標

達
成
に
向
け
継
続
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し

た
。

当
委
員
会
で
は
、
2
月
19
日
市
内
の
体
育

施
設
の
状
況
に
つ
い
て
視
察
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
当
市
に
は
、
桂
川
野
球
場
を
は
じ
め
、

桂
川
少
年
野
球
場
兼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
球
場
や

仲
間
川
テ
ニ
ス
場
、
秋
山
観
光
ス
ポ
ー
ツ
広

場
、
旧
小
中
学
校
の
体
育
館
な
ど
30
の
体
育

施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
10
箇
所
を
調

査
し
ま
し
た
。

西
原
テ
ニ
ス
場
は
、
コ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ

等
に
よ
り
使
用
で
き
な
い
状
態
で
し
た
。
仲

間
川
の
テ
ニ
ス
場
は
、
霜
に
よ
り
ラ
イ
ン

テ
ー
プ
が
浮
き
上
が
っ
て
い
る
状
況
に
あ

り
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
使
用
不
可
能
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
弓
道
場
は
弓
道
連
盟
に
よ

り
管
理
運
営
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
山
の
観
光
ス
ポ
ー
ツ
広
場
と
東
部
ス

ポ
ー
ツ
広
場
は
、
主
に
野
球
の
練
習
場
と
し

て
市
内
外
か
ら
の
利
用
者
が
活
用
し
て
い
ま

す
。
桂
川
野
球
場
は
、
市
内
外
か
ら
の
利
用

者
が
多
く
常
に
整
備
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
桂
川
テ
ニ
ス
場
は
、
年
間
の
活
用
を

見
込
め
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
冬
期
は
ク
レ

ー
コ
ー
ト
の
た
め
霜
に
よ
り
ラ
イ
ン
テ
ー

プ
が
浮
き
上
が
る
状
況
で
、
改
善
の
必
要
性

を
確
認
し
ま
し
た
。
桂
川
少
年
野
球
場
兼
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
球
場
は
、
夜
間
照
明
施
設
が
あ

り
、
期
間
を
通
し
利
用
率
が
高
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
市
民
プ
ー
ル
は
指
定
管
理
に
よ
り

運
営
さ
れ
、
利
用
者
の
快
適
な
環
境
管
理
に

努
め
て
い
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、「
請
願
の
採
択
さ
れ
て
い

る
桂
川
テ
ニ
ス
場
は
、
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
早
期
の
整
備

を
求
め
る
」「
初
期
の
整
備
費
と
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
に
つ
い
て
調
査
を
」「
市
民
プ
ー

ル
と
秋
山
温
泉
プ
ー
ル
の
一
体
的
な
管
理
に

つ
い
て
検
討
す
べ
き
」
と
の
意
見
等
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
体
育
施
設
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
市
民
か
ら
広
く
意
見
等
を
伺
い

対
応
す
る
よ
う
当
局
に
要
望
し
ま
し
た
。

委員長
　長田喜巳夫
副委員長
　小俣　修
委員
　遠藤美智子
　川田好博
　久嶋成美
　東山洋昭
　山口好昭
　尾形幸召

森の弁当箱研究センター

西原テニス場
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委員長
　長田喜巳夫
副委員長
　小俣　修
委員
　遠藤美智子
　川田好博
　久嶋成美
　東山洋昭
　山口好昭
　尾形幸召

3
月
9
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託

さ
れ
た
6
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
・
答
弁
等
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

Q　

	

ど
の
よ
う
な
団
体
に
対
し
施
設
の
使

用
料
減
免
を
想
定
し
て
い
る
か
。

A　

�

市
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す
る

事
業
に
使
用
す
る
場
合
、
ま
た
福
祉

関
係
団
体
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

そ
の
傘
下
に
あ
る
団
体
が
使
用
す
る

場
合
に
は
使
用
料
を
減
免
す
る
方
向

で
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
民

生
児
童
委
員
協
議
会
や
保
護
司
会
、

障
害
者
福
祉
会
、
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
な
ど
、
現
在
の
と
こ
ろ
25
団
体

く
ら
い
を
想
定
し
た
中
で
運
用
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
　�

25
団
体
の
他
に
、
今
後
福
祉
団
体
な

ど
出
来
た
際
は
適
宜
相
談
に
乗
る
と

い
う
理
解
で
よ
ろ
し
い
か
。

A　

�

そ
の
都
度
検
討
し
な
が
ら
、
減
免
団

体
に
該
当
す
る
か
判
断
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
　 

浴
室
を
利
用
し
た
方
々
が
、
入
浴
後

に
休
憩
で
き
る
場
所
は
あ
る
の
か
。

A
　�

ラ
ウ
ン
ジ
が
か
な
り
広
く
、
そ
ち
ら

で
休
憩
な
ど
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
審
査
結
果
】

議
案
第
10
号「
上
野
原
市
介
護
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
」
は
、

異
議
が
あ
り
ま
し
た
の
で
起
立
採
決
し
た

結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
5
議
案
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

会
期
中
の
審
査

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

会
期
中
の
審
査

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委員長
　岡部幸喜
副委員長
　川島秀夫
委員
　白鳥純雄
　杉本公文
　田中英明
　杉本友栄
　鷹取偉一
　尾形重寅

3
月
7
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託

さ
れ
た
14
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
・
答
弁
等
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

Q　

	

農
産
物
加
工
施
設
の
管
理
・
運
営
は

ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
っ
て
い
く
の

か
。

A　

	

30
年
度
は
直
営
で
行
っ
て
い
き
ま

す
。
機
械
の
稼
働
状
況
や
維
持
管
理

費
等
の
状
況
を
み
な
が
ら
、
今
後
の

管
理
形
態
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
予
定
で
す
。

Q　

�

扶
養
手
当
の
改
定
に
よ
り
、
扶
養
手

当
の
全
体
的
な
額
は
減
額
す
る
の
か
。

A　

�

今
回
の
改
正
は
、
子
育
て
支
援
に
重
点

を
お
く
よ
う
段
階
的
に
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
配
偶
者
の
扶
養
手
当
を
減
額

し
、
子
ど
も
の
扶
養
手
当
を
増
額
す
る

よ
う
、
配
分
を
変
え
る
改
正
で
あ
る
た

め
、
扶
養
手
当
の
全
体
の
額
と
し
て

は
、
概
ね
同
じ
予
算
の
範
囲
内
で
増
減

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
審
査
結
果
】

議
案
第
7
号「
上
野
原
市
長
、
副
市
長

及
び
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」

は
、
異
議
が
あ
り
ま
し
た
の
で
起
立
採
決

し
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
13
議
案
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
全
会
一
致
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

旧大目保育所を改修し設置される
農産物加工施設

総合福祉センター「ふじみ」

上
野
原
市
農
産
物
加
工
施
設
条
例
制

定
に
つ
い
て

上
野
原
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

制
定
に
つ
い
て

上
野
原
市
職
員
給
与
条
例
及
び
上
野
原
市

職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

委員長
　久嶋成美
副委員長
　遠藤美智子
委員
　川田好博
　小俣　修
　東山洋昭
　山口好昭
　長田喜巳夫
　尾形幸召
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平成３０年第１回定例会議決結果等一覧表
◆賛否のあった議案　　（◎賛成討論者　◉反対討論者　○賛成  ●反対）

※正式な議案名から（上野原市）を省略しているものもあります。

議
案
番
号

案　件　名

付
託
委
員
会

白
鳥　

純
雄

遠
藤
美
智
子

川
田　

好
博

久
嶋　

成
美

東
山　

洋
昭

小
俣　
　

修

川
島　

秀
夫

杉
本　

公
文

田
中　

英
明

山
口　

好
昭

長
田
喜
巳
夫

杉
本　

友
栄

尾
形　

幸
召

鷹
取　

偉
一

岡
部　

幸
喜

尾
形　

重
寅

審
議
結
果

４ 地域活性化施設条例制定について
総務
産業

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

７ 市長、副市長及び教育長の給与等に関する条例の
一部を改正する条例制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ― ○ ◎
○ ○ ○ ○ ○

10 介護保険条例の一部を改正する条例制定について 文教
厚生 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 平成30年度一般会計予算

予算
特別

○ ○ ● ○ ○ ○ ◎
○ ● ○ ―

◎
○ ○ ○ ○ ○ ○

24 平成30年度国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 平成30年度介護保険特別会計予算 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

番
号

付
託

案　件　名
結
果

１ 総務
産業 旅費等の特例に関する条例制定について

原案

可決

２
文教
厚生

総合福祉センター条例制定について

３
指定居宅介護支援等の事業に関する基準等
を定める条例制定について

５

総務
産業

農産物加工施設条例制定について

６
職員給与条例及び職員給与条例の一部を改正
する条例の一部を改正する条例制定について

８
市長、副市長及び教育長の給与の特例に関す
る条例制定について

９

文教
厚生

福祉事務所設置条例の一部を改正する条例制
定について

11

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
及び運営に関する基準を定める条例及び指定
地域密着型介護予防サービスの事業の人員、
設備及び運営並びに指定地域密着型介護予
防サービスに係る介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例制定について

12 ―
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例制定について

13

文教
厚生

風致地区条例の一部を改正する条例制定について

14
特別工業地区建築条例の一部を改正する条
例制定について

15 手数料条例の一部を改正する条例制定について

16 ― 平成29年度一般会計補正予算（第９号）

17 ―
平成29年度国民健康保険特別会計補正予算
（第５号）

18 ―
平成29年度後期高齢者医療特別会計補正予算
（第３号）

19 ―
平成29年度介護保険特別会計補正予算
（第５号）

20 ―
平成29年度公共下水道事業特別会計補正予算
（第３号）

21 ―
平成29年度簡易水道事業特別会計補正予算
（第６号）

番
号

付
託

案　件　名
結
果

22 ―
平成29年度上野原財産区特別会計補正予算
（第２号）

原案

可決

25

予算
特別

平成30年度後期高齢者医療特別会計予算

27 平成30年度介護サービス事業特別会計予算

28 平成30年度公共下水道事業特別会計予算

29 平成30年度簡易水道事業特別会計予算

30 平成30年度教育奨励資金特別会計予算

31 平成30年度大目財産区特別会計予算

32 平成30年度甲東財産区特別会計予算

33 平成30年度巌財産区特別会計予算

34 平成30年度島田財産区特別会計予算

35 平成30年度上野原財産区特別会計予算

36
平成30年度檜尾根外十二恩賜林保護財産区
特別会計予算

37
平成30年度小金沢土室山恩賜県有財産保護
組合西原分収益事業特別会計予算

38 平成30年度秋山財産区特別会計予算

39
平成30年度西棚ノ入外十一恩賜林保護財産
区特別会計予算

40 平成30年度病院事業会計予算

41 総務
産業 市道路線の廃止について

42
文教
厚生 老人福祉センターの指定管理者の指定について

43

総務
産業

森林総合利用施設の指定管理者の指定について

44 ふるさと長寿館の指定管理者の指定について

45 羽置の里びりゅう館の指定管理者の指定について

46 新湯治場秋山温泉施設の指定管理者の指定について

47 ―
防災行政無線（同報系）デジタル化整備工事
請負変更契約締結について

48 ― 教育委員会委員の任命の同意について 同意

49 ― 人権擁護委員候補者の推薦について 適任

◆全会一致の議案



生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て
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質
問　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
は
、

企
業
等
が
そ
の
本
拠
地
か
ら
離

れ
た
と
こ
ろ
に
オ
フ
ィ
ス
を
設

置
す
る
こ
と
で
す
。
山
梨
は
東

京
圏
か
ら
近
い
こ
と
か
ら
県
は

そ
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

当
市
に
お
い
て
は
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
で
、
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て
、

取
り
組
む
こ
と
を
明
確
に
し
て

い
る
が
、
取
り
組
み
の
状
況
は
。

答
弁　

当
市
の
特
徴
を
活
か
し
た
企
業

向
け
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整

備
し
、
相
互
の
関
係
を
築
く
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
個
々
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
支
援
策
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

質
問　

県
の
取
り
組
み
と
他
の
自
治
体

の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
弁　

県
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

の
情
報
発
信
、
都
内
で
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
県
内
で
は
、
早
川
町
、
甲

府
市
、
小
菅
村
、
笛
吹
市
、
甲

州
市
、
道
志
村
な
ど
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

質
問　

総
務
省
は
昨
年
４
月
、
関
係
人

口
に
対
す
る
中
間
と
り
ま
と
め

を
発
表
し
て
い
る
。
関
係
人
口

か
ら
移
住
定
住
に
、
ど
う
つ
な

げ
る
か
。

答
弁　

関
係
人
口
と
は
、
定
期
的
に
地

域
を
訪
れ
た
り
、
何
ら
か
の
形

で
地
域
を
応
援
し
て
く
れ
る
人

た
ち
で
あ
り
ま
す
。
移
住
者
の

交
友
関
係
か
ら
新
た
な
移
住
に

つ
な
が
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
移
住
者
の
交
流
会
な

ど
を
実
施
し
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

他
に
、
林
業
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

新
規
産
業
の
創
出
に
つ
い
て

地
方
創
生
に
つ
い
て

一般質問

長田喜巳夫

質
問　

教
員
の
時
間
外
の
実
態
を
、
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

答
弁　

山
梨
県
26
年
の
管
理
職
調
査
で

２
時
間
以
内
は
60
％
、
２
時
間

以
上
は
27
・
９
％
と
い
う
実
態

で
す
。
時
間
外
勤
務
状
態
化
や

固
定
化
の
多
い
職
員
が
課
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
週
休
・

年
休
取
得
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
状
態
が
見
ら
れ
ま
す
。
多
忙

化
の
原
因
に
つ
い
て
は
公
務
文

書
に
関
わ
る
も
の
、
出
張
・
研

修
参
加
、
部
活
動
指
導
、
ア
ン

ケ
ー
ト
処
理
、
保
護
者
対
応
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

質
問　

先
生
の
時
間
外
賃
金
は
。

答
弁　

特
別
な
給
与
が
支
払
わ
れ
て
い

て
、
そ
の
中
に
残
業
料
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

質
問　

俸
給
月
額
４
％
が
一
律
に
支
払

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
残

業
時
間
に
換
算
す
る
と
、
８
時

間
に
相
当
す
る
そ
う
で
す
。
或

る
デ
ー
タ
で
、
週
60
時
間
以
上

は
、
小
学
校
で
約
73
％
、
中
学

校
で
約
87
％
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
部
活
動
顧
問
が
、オ
ー
バ
ー

ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

答
弁　

大
会
な
ど
を
除
い
て
は
、
土
日

は
休
み
に
し
て
い
ま
す
。
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高
い
も
の
の
、

負
担
感
も
多
い
よ
う
で
す
。
多

く
の
教
員
が
専
門
的
な
指
導
方

法
の
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。

29
年
に
、
教
員
多
忙
化
調
査
を

行
い
、
改
善
に
取
り
組
む
と
こ

ろ
で
す
。
尚
、
30
年
度
に
は
多

忙
化
改
善
の
た
め
部
活
動
指
導

員
を
２
名
配
置
す
る
予
定
で

す
。

他
に
、
人
口
減
少
問
題
、
地
域

雇
用
創
造
協
議
会
、
四
方
津
駅

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

働
き
方
改
革
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
中
で
、

小
・
中
学
校
教
員
の
時
間
外
労
働
に
つ
い
て

川島秀夫
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市
長
、
所
信
表
明
に
つ
い
て

財
源
確
保
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問　

上
野
原
市
に
お
け
る
防
災
、
減

災
対
策
は
。

答
弁　

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
い
て
進

め
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
自
助
、

共
助
の
要
で
あ
る
自
主
防
災
会

に
出
向
き
、
自
主
防
災
組
織
の

強
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

質
問　

市
長
の
所
信
の
中
に
、
「
自
主

防
災
会
の
活
動
を
支
援
し
な
が

ら
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
支

援
内
容
は
。

答
弁　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
提
示
し
な

が
ら
、
地
域
の
実
情
を
再
確
認

し
、
地
区
防
災
計
画
の
見
直
し

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

質
問　

市
内
全
域
に
わ
た
っ
て
出
向
い

て
説
明
を
す
る
、
ま
た
防
災
計

画
に
つ
い
て
話
を
す
る
機
会
を

設
け
る
と
い
う
認
識
で
良
い
か
。

答
弁　

地
区
毎
に
回
る
予
定
で
す
。

質
問　

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
各
地
域

を
回
ら
な
い
と
、
災
害
は
待
っ

て
く
れ
な
い
と
思
う
が
、
期
限

は
決
め
て
あ
る
の
か
。

答
弁　

こ
ち
ら
か
ら
押
し
か
け
て
行
く

わ
け
で
す
か
ら
、
向
こ
う
の
事

情
も
把
握
し
な
が
ら
日
程
を
詰

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

行
政
の
最
大
の
任
務
は
、
市
民

の
命
と
財
産
を
守
る
事
に
尽
き

る
と
思
い
ま
す
。
相
手
の
予
定

も
大
事
で
す
が
、
行
政
側
で
予

定
表
を
作
り
、
早
急
に
計
画
し

地
区
毎
の
説
明
会
を
進
め
て
い

く
べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

答
弁　

日
程
は
詰
め
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

意
見　

防
災
意
識
の
啓
発
に
は
、
防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
防
災
リ
ー
ダ

ー
、
防
災
士
等
を
活
用
し
周
知

徹
底
を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

他
に
上
野
原
市
の
文
化
遺
産
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

質
問　

上
野
原
駅
南
口
駅
前
広
場
、
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
み
を
管
理
運

営
す
る
た
め
の
財
源
確
保
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
か
。

答
弁　

各
予
算
編
成
の
中
で
事
務
事
業

の
精
査
を
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

意
見　

管
理
運
営
に
対
し
て
は
、
各
所

の
一
般
財
源
を
当
て
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
市
民
の
た
め
の

事
業
が
基
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
低
下
な
ど
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
し
っ
か
り
と
精
査
し
て

頂
き
、
取
り
組
ん
で
下
さ
い
。

質
問　

都
市
計
画
道
路
の
取
り
組
み
と

整
備
見
込
み
に
つ
い
て
。

答
弁　

９
路
線
が
昭
和
63
年
に
計
画
変

更
さ
れ
、
計
画
の
変
更
が
難
し

い
。
検
討
を
進
め
て
い
る
国
道

20
号
上
野
原
地
区
ま
ち
づ
く
り

検
討
委
員
会
勉
強
会
で
の
検
討

結
果
や
今
後
の
方
向
性
が
決
ま

り
次
第
、
見
直
し
の
方
向
性
を

更
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
　
昨
年
末
棡
原
地
内
で
起
き
た
林

野
火
災
で
の
消
防
団
員
出
動
状

況
と
、
団
員
確
保
に
向
け
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答
弁　

火
災
発
生
か
ら
鎮
火
ま
で
６
日

間
を
要
し
、
市
内
全
10
分
団
、

述
べ
3
6
6
名
が
出
動
。
自
身

の
職
業
よ
り
も
出
動
を
優
先
し

活
動
し
ま
し
た
。
団
員
確
保
は

広
報
う
え
の
は
ら
や
音
声
告
知

端
末
等
に
よ
る
加
入
促
進
依
頼

と
併
せ
て
、
団
員
の
装
備
品
等

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

意
見　

出
動
報
酬
の
見
直
し
や
、
団
員

本
人
、
家
族
な
ど
の
福
利
厚
生

施
設
等
の
利
用
時
優
待
も
検
討

し
て
頂
き
た
い
。

他
に
、
健
康
長
寿
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

一般質問

久嶋成美

白鳥純雄
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質
問　

運
営
主
体
と
目
的
は
。

答
弁　

法
人
化
さ
れ
た
市
観
光
協
会
で

す
。
観
光
宣
伝
及
び
観
光
客
の

誘
致
並
び
に
観
光
客
に
対
す
る

情
報
提
供
を
行
い
、
観
光
事
業

の
健
全
な
発
展
を
促
進
し
、
地

域
経
済
の
振
興
及
び
文
化
の
発

展
公
助
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

質
問　

市
観
光
協
会
は
活
動
す
る
団
体

に
変
わ
る
必
要
が
あ
る
と
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
キ
ー
マ

ン
は
事
務
局
長
だ
と
思
い
ま
す
。

腰
か
け
勤
務
で
は
務
ま
ら
な
い
。

観
光
行
政
に
長
け
て
い
る
必
要

は
な
い
と
思
う
が
、
あ
る
程
度

以
上
の
知
識
、
経
験
、
接
遇
態

度
、
取
り
組
み
姿
勢
等
が
求
め

ら
れ
る
が
。

答
弁　

事
務
局
長
に
は
、
市
役
所
の
Ｏ

Ｂ
の
方
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

意
見　

そ
の
方
に
は
、
先
程
話
し
た
よ

う
な
色
々
な
知
識
の
習
得
や
積

極
的
な
取
り
組
み
等
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
担
当
課
も
し
っ

か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

質
問　

市
長
の
考
え
を
。

答
弁　

私
の
地
方
創
生
の
重
要
な
施
策

の
一
つ
が
観
光
振
興
で
す
。
市

観
光
協
会
と
連
携
し
て
市
の
名

所
・
旧
跡
案
内
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
等
、
様
々
な
分
野

で
、
協
力
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い

し
て
い
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
市

が
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
い

た
し
ま
す
。

他
に
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育

行
政
に
つ
い
て
、
防
犯
灯
・
街

路
灯
等
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
効

果
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

上
野
原
駅
南
口
の
活
性
化
施
設
に
つ
い
て

質
問　

近
年
、
20
代
か
ら
30
代
の
若
い

女
性
が
子
宮
頸
が
ん
に
罹
る
人

が
急
増
し
て
い
る
。
年
間
、
約

２
９
０
０
人
の
女
性
が
子
宮
頸

が
ん
で
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
。

当
市
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受

診
率
の
状
況
は
。

答
弁　

30
代
は
57
・
3
％
、
20
代
で
は

10
・
7
％
で
す
。

質
問　

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
は
、
H
P
V

（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
）
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
感
染
に

よ
っ
て
発
症
す
る
が
ん
で
す
。

H
P
V
検
査
の
併
用
に
よ
っ
て
、

子
宮
頸
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
る
。
市
の
考
え
は
。

答
弁　

実
施
機
関
や
医
療
機
関
と
の
協

議
を
踏
ま
え
、
時
間
を
い
た
だ

く
中
で
検
討
し
ま
す
。

質
問　

昨
年
７
月
、
各
都
道
府
県
・
各

市
町
村
に
「
自
殺
対
策
計
画
」

が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
今
後
の

計
画
予
定
は
。

答
弁　

今
年
度
の
計
画
案
の
策
定
を
踏

ま
え
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

質
問　

昨
年
11
月
か
ら
相
談
窓
口
を
設

置
し
て
い
る
が
相
談
状
況
は
。

ま
た
、
昨
年
９
月
の
説
明
で
は
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
育
成
を
す

る
予
定
と
聞
い
て
い
る
が
。

答
弁　

現
在
ま
で
の
相
談
件
数
は
２
件

で
す
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養

成
講
座
は
、
来
年
度
よ
り
市
の

職
員
へ
の
自
殺
予
防
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

意
見　

自
殺
へ
の
危
機
に
陥
る
経
過
に

は
、
必
ず
鬱
病
を
発
症
す
る
と

い
う
。
鬱
病
対
策
も
必
要
で
す
。

他
に
、
防
災
・
減
災
対
策
の
強

化
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

子
宮
頸
が
ん
検
診
に
H
P
V
検
査
の
併
用
を

自
殺
対
策
に
つ
い
て

遠藤美智子

一般質問

東山洋昭
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四
方
津
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

秋
山
温
泉
と
市
民
プ
ー
ル
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

質
問　

Ｊ
R
四
方
津
駅
構
内
に
つ
い
て

は
、
30
年
度
に
詳
細
設
計
を
行

い
、
事
業
が
継
続
さ
れ
る
と
理

解
し
て
よ
い
か
。

答
弁　

28
年
３
月
に
策
定
し
た
上
野
原

バ
リ
ア
フ
リ
ー
事
業
計
画
に

沿
っ
て
行
わ
れ
る
と
Ｊ
Ｒ
か
ら

聞
い
て
い
ま
す
。

質
問　

国
道
20
号
の
歩
道
の
整
備
で
ブ

リ
ッ
ジ
の
西
側
の
土
地
買
収
が

進
め
ば
、
市
の
事
業
が
取
り
組

め
る
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

答
弁　

市
の
事
業
は
、
国
道
の
歩
道
整

備
の
詳
細
設
計
に
則
っ
て
進
め

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

質
問　

用
地
の
め
ど
が
立
て
ば
、
市
と

し
て
早
く
取
り
組
み
た
い
と
い

う
理
解
で
よ
い
か
。

答
弁　

そ
の
通
り
で
す
。
本
年
度
あ
え

て
予
算
を
載
せ
た
の
は
、
国
交

省
に
も
早
く
し
て
ほ
し
い
と
い

う
市
の
心
構
え
で
す
。

質
問　

四
方
津
駅
の
南
側
に
つ
い
て
何

ら
か
の
対
策
が
必
要
だ
と
認
識

し
て
い
る
か
。

答
弁　

道
路
に
狭
隘
な
区
間
が
あ
る
こ

と
、
国
道
へ
の
出
入
り
が
不
便

で
あ
る
こ
と
、
Ｊ
R
の
ガ
ー
ド

の
状
況
に
つ
い
て
は
把
握
し
て

お
り
、
こ
の
地
区
の
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

質
問　

西
原
小
の
廃
校
は
、
12
学
級
未

満
で
あ
る
こ
と
が
主
な
条
件
か
。

答
弁　
「
教
育
的
な
課
題
に
つ
い
て
総

合
的
に
判
断
し
、
保
護
者
や
地

域
住
民
の
方
々
と
共
通
理
解
を

得
な
が
ら
考
え
る
」
と
い
う
文

科
省
の
方
針
に
基
づ
い
て
い
る

こ
と
を
理
解
く
だ
さ
い
。

他
に
、
地
域
づ
く
り
、
情
報
発

信
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

質
問　

通
知
カ
ー
ド
は
全
市
民
に
通
知

さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁　

27
年
末
に
市
民
全
員
に
送
付

済
、
ま
た
、
出
生
者
等
は
順
次

送
付
済
で
す
。

質
問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
作
成

市
民
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁　

現
在
の
交
付
枚
数
２
３
９
０
枚

で
市
民
の
約
10
％
で
す
。

質
問
　
通
知
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
違
い
は
。

答
弁　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
写
真

付
き
、
本
人
確
認
が
で
き
行
政

手
続
き
上
利
便
性
が
高
い
。

質
問　

市
と
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
策
は
。

答
弁　

申
請
手
続
き
の
写
真
は
市
民
課

で
撮
影
し
普
及
率
を
高
め
ま
す
。

質
問　

秋
山
温
泉
の
過
去
３
年
間
の
運

営
経
費
は
年
い
か
ほ
ど
か
。

答
弁　

年
間
当
た
り
の
経
費
は
２
７
２

２
万
９
千
円
で
す
。

質
問　

年
間
の
来
場
者
と
売
上
額
は
。

答
弁　

来
場
者
は
９
万
９
８
０
０
人
、

売
上
額
は
９
６
３
０
万
４
千

円
。
原
価
、
管
理
費
は
１
億
３

３
５
２
万
９
千
円
。
営
業
損
益

は
３
４
７
５
万
５
千
円
で
す
。

質
問　

市
民
プ
ー
ル
の
運
営
経
費
は
。

答
弁　

年
間
の
運
営
経
費
は
２
１
１
１
万

円
で
す
。

要
望　

今
年
度
の
予
算
で
は
、
秋
山
温

泉
６
７
２
８
万
円
。
市
民
プ
ー

ル
２
１
２
２
万
円
。
合
計
８
８

５
０
万
円
の
計
上
で
す
。
今
後
、

両
施
設
の
老
朽
化
対
応
の
経
費

は
増
加
し
ま
す
。
答
弁
に
も
あ

り
ま
し
た
が
、
高
血
圧
症
、
糖

尿
病
、
腎
症
等
、
温
泉
治
療
が

可
能
な
の
が
秋
山
温
泉
と
の
こ

と
で
す
。
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動

と
そ
れ
に
対
応
し
た
食
事
療
法

の
推
進
を
望
み
ま
す
。

一般質問

尾形幸召

川田好博
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質
問　

江
口
市
長
は
、
行
政
放
送
は
無

料
と
い
う
基
本
協
定
が
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
U
B
C
に
年
間

３
千
万
円
を
支
払
う
合
意
を
し

た
が
、
そ
の
支
払
い
の
根
拠
と

な
る
大
型
提
携
資
本
は
ど
う
な

っ
た
の
か
、
又
、
経
営
は
改
善

し
た
の
か
を
、
伺
い
ま
す
。

答
弁　

同
意
事
項
に
基
づ
く
３
千
万
円

の
支
払
い
は
、
一
定
の
行
政
側

の
使
用
料
と
決
め
執
行
し
ま
し

た
。
大
型
資
本
の
参
加
導
入
に

つ
い
て
は
、
U
B
C
の
努
力
の

中
、
代
表
者
の
交
替
や
株
式
譲

渡
の
実
行
に
よ
り
、
新
た
な
組

織
の
再
編
を
確
認
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
の
経
営
に
つ
い
て

は
、
書
面
で
経
営
計
画
も
確
認

し
、
金
融
機
関
の
合
意
も
後
ろ

盾
に
な
り
合
意
事
項
の
履
行
に

至
っ
た
も
の
で
す
。

質
問　

合
意
文
書
で
は
提
携
資
本
を
条

件
と
し
て
い
る
の
に
現
状
は
、
資

本
の
増
強
も
４
億
円
を
超
え
る

債
務
超
過
の
改
善
も
な
さ
れ
て

い
な
い
大
型
資
本
で
も
な
い
個

人
に
株
式
を
譲
渡
し
経
営
者
が

変
わ
っ
た
だ
け
で
、
赤
字
経
営

の
中
身
は
変
わ
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
加
入
者
の
状
況

と
今
後
の
方
針
は
。

答
弁　

加
入
者
の
状
況
は
、
30
年
２
月
末

現
在
、
テ
レ
ビ
は
４
３
０
５
件
、

ネ
ッ
ト
は
１
４
０
１
件
で
昨

年
の
同
月
と
比
べ
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
83
件
、
31
件
の
マ
イ
ナ
ス

で
す
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
現

時
点
に
お
い
て
経
営
や
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
を
見
れ
ば
、
急
に
変

更
は
で
き
な
い
の
で
U
B
C
と

I
R
U
契
約
を
更
新
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

他
に
、
請
願
、
陳
情
処
理
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

情
報
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て

一般質問

◆市内学生の一般質問傍聴◆
３月 15 日、日本大学明誠高等学校の１年

生４名、２年生４名の合計８名の生徒の皆
さんが本会議（一般質問）を傍聴しました。
都内から上野原に通学されている皆さんも
この傍聴をきっかけにお住まいの地域の議
会に足を運び、地域の課題や世の中の動き
などに関心を持ってもらえたら嬉しいです。

明誠高校の生徒の皆さん

明誠高校２年
小川瑠璃さん

私
が
関
心
を
持
っ
た
一
つ

の
言
葉
と
し
て
、
議
員
が
何
度

も
話
さ
れ
て
い
た
「
市
民
」
と

い
う
言
葉
で
す
。

ど
の
問
題
を
話
す
に
あ
た
っ

て
も
、
ま
ず
は
土
台
と
な
る
私

た
ち
市
民
の
意
見
が
大
切
に
な

っ
て
く
る
の
だ
と
あ
ら
た
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

今
年
で
私
は
18
才
に
な
り
選

挙
権
を
持
つ
立
場
に
な
り
ま
す

が
、
今
日
の
体
験
を
通
じ
て
、

よ
り
選
挙
と
い
う
自
分
自
身
の

意
見
を
発
信
で
き
る
機
会
を
大

切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。

杉本公文
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議会活性化に向けて
市区長会と市議会の意見交換会を行いました。

兵庫県川西市議会
市立病院の指定管理者制度について視察

1月24日、市議会では、議員の定数と報酬につ

いて、各地区区長会会長など代表者と意見交換会

を行いました。

当日は、市議会からは正副議長と議会活性化

検討特別委員会の正副委員長が出席し、各地区代

表者からは地区における活発な意見等が発表さ

れました。

長野県安曇野市議会
議会だよりの編集について視察

２月５日、長野県安曇野市議会広報特別委員会

の８名の方が議会だよりの編集について視察に訪

れました。主に、議会だより編集常任委員会委員

が、議会だよりの改革の経過など、パワーポイン

トなどを使って説明しました。安曇野市の委員の

方々は、特に「特集うえのはらで頑張る人」につい

て関心を持たれ、取り組み始めたきっかけ、人選の

方法などについて質問がありました。説明後の質

疑応答で活発な意見が出され、双方の「議会だよ

り」の編集の向上に役立つ交流がなされました。

２月５日、兵庫県川西市議会市立病院整備調査特

別委員会の９名の方が市立病院を訪れ、「市立病院

の指定管理者制度」について、視察調査されました。

当日は、長寿健康課職員より、指定管理者の導入

の背景やプロセスに加え、指定管理者との協定の概

要や指定管理者導入による効果と課題について説明

した後、活発な質疑が行われました。

行政視察
受 入
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初入選！！
山梨広報
コンクール

第 48 号議会だより

奨励賞を受賞しました

平成 30 年定例会日程案のお知らせ

１月19日、平成29年度山梨県広報

コンクール合同審査会が開催され、平

成29年２月に発行した第48号上野原

市議会だよりが、議会広報誌部門【市

部】において、奨励賞を受賞しました。

県下、11市から応募があった議会広

報誌の中から厳正に選考されたもので、

当市議会は初受賞となります。

この受賞を励みに、今後も委員一同、

市民の皆さまが親しみやすく読みやす

い紙面づくりに努めてまいりたいと思

います。

6月定例会
月 日 曜日 会議区分 内 容

6月	 4日 月 本会議 議案上程等
6月	 5日 火 議案調査
6月	 6日 水 委員会 総務産業
6月	 7日 木 議案調査
6月	 8日 金 委員会 文教厚生
6月 11日 月 議案調査
6月 12日 火 議案調査
6月 13日 水 本会議 一般質問
6月 14日 木 本会議 一般質問

6月 15日 金 本会議 一般質問
（予備）

6月 18日 月 議案調査
6月 19日 火 本会議 議案審議等

9月定例会
月 日 曜日 会議区分 内 容

9月	 3日 月 本会議 議案上程等
9月	 4日 火 議案調査
9月	 5日 水 委員会 総務産業
9月	 6日 木 議案調査
9月	 7日 金 委員会 文教厚生
9月 10日 月 議案調査
9月 11日 火 議案調査
9月 12日 水 本会議 一般質問
9月 13日 木 本会議 一般質問

9月 14日 金 本会議 一般質問
（予備）

9月 18日 火 委員会 決算
9月 19日 水 委員会 決算
9月 20日 木 委員会 決算（総括）
9月 21日 金 議案調査
9月 25日 火 議案調査
9月 26日 水 本会議 議案審議等

12月定例会
月 日 曜日 会議区分 内 容

11月 27日 火 本会議 議案上程等
11月 28日 水 議案調査
11月 29日 木 委員会 総務産業
11月 30日 金 議案調査
12月	 3日 月 委員会 文教厚生
12月	 4日 火 議案調査
12月	 5日 水 議案調査
12月	 6日 木 本会議 一般質問
12月	 7日 金 本会議 一般質問

12月 10日 月 本会議 一般質問
（予備）

12月 11日 火 議案調査
12月 12日 水 本会議 議案審議等

※�日程については、追加・変更になる場
合があります。
正式には、各定例会の本会議（初日）に
決定します。
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議会だより編集常任委員会

委 員 長	 東山　洋昭

副委員長	 川田　好博

委　　員	 白鳥　純雄

委　　員	 遠藤美智子

委　　員	 久嶋　成美

委　　員	 川島　秀夫
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6 月定例会予定

上野原中学校を卒業し、3 年間を振り返ってみると、たくさんの思い出が浮か
んできます。学園祭である若鷲祭や、修学旅行などの行事はもちろん、毎日の学
校生活もとても充実したものでした。部活動では、仲間と汗を流し、つらい練習
も励まし合って乗り越えました。勉強面では、テスト前には問題を出し合ったり、
一緒に勉強したり。そんな毎日も大切な思い出になりました。また生徒会長を務
め、学校全体をまとめていく中で、みんなと楽しかったこと、つらかったこと、さ
まざまな経験を共にしました。それらを通して、仲間の大切さを改めて感じ、物
事を乗り越えたときの達成感を味わうことができました。仲間に支えられたから
こそ、どんなこともやり遂げることができました。

今年度から上野原中学校はコミュニティ・スクールとなり、地域の皆さんとの
関わりも深くなります。後輩たちが、生徒会執行部を中心に地域に根ざした活動
を広めてくれればと思います。そして地域の皆さんにもっと上野原中学校のこと
を知っていただけたら嬉しいです。

これからも、私たちはたくさんの人に支えられていることを忘れず、そして常に
感謝の気持ちを持っていたいと思います。今まで支えてくださった方々に、早く
恩返しができるよう頑張ります。上野原がさらに明るく、温かいまちになるよう、
これからも地域に貢献していきたいです。

新緑の青葉に清 し々さを感じる季節になりました。通園通学の時
間帯に車を走らせていると、遠ざかる我が子に手を振りながら見送
るお母様方の、ホッとしたような、少し寂しいような、そんな姿をお見
かけします。子供・家族・仕事・地域と、それぞれの思いを胸に、日々
の暮らしと向き合いながら今日を大切に生きている事を感じます。こ
の地に暮らす全ての方、子供たちの未来が明るく照らされるための
一助となれるよう、しっかり市政と向き合い取り組んで行かなければ
ならないと、あらためて心に誓い、身の引き締まる議員2年目の春です。

（白鳥）

中学校を卒業して

一戸 咲希さん

本会議
（初日）

総務産業
常任委員会

議案調査

文教厚生
常任委員会

議案調査 議案調査

議案調査 議案調査 一般質問 一般質問 一般質問
（予備日）

本会議
（最終日）

市議会では、一般質問を傍聴する際、
満１歳以上から就学前までのお子さんを
無料でお預かりする託児サービスを実施
しております。

ご希望の場合は、傍聴希望日の一週間
前までに、議会事務局（62 － 3344）へ
お申し込みください。

※ 通常の傍聴には予約の必要はありませ
ん。傍聴当日、3階議会事務局受付ま
でお越しください。

日 月 火 水 木 金 土
6/3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

一般質問傍聴

託児サービスを

ご利用ください
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